
高齢者虐待に関する基本的な考え方 

２００６年(平成１８年)４月に『高齢者虐待の防止・高齢者養護者に対する支援等に関

する法律(高齢者虐待防止法)』が施行された。 

 虐待は人がその人らしく、尊厳をもって生きていくことを阻むすべての行為である。

いかなる状況であろうとも、人が尊厳を持ち、自分らしく生きていくという基本的な権

利は脅かされてはならない。 

 高齢者虐待の防止のための取り組みは即ち利用者の人権を守るための取り組み

であることを理解する必要がある。施設のご利用者の虐待防止に係る責務は、単に

法律の内容を周知し、形式的に体制を整え、虐待行為またはそれを疑われるような

行為の禁止を指示するだけで充足されるものではなく、利用者の虐待に至るまでの

段階として存在するであろう「不適切なケア」を行わないようにする。 

 またその不適切なケアを生み出したり放置したりするような背景があればそれを改

善する。利用者の人権を守る、適切なケアを提供できる環境を整えることを基本的な

考え方としてこの指針を定める。 

高齢者虐待の定義 

高齢者虐待を『高齢者が他者から不適切な扱いにより、権利利益を侵害される状態

や生命・健康・生活が損なわれるような状態に置かれること』と広く捉える。 

高齢者虐待の分類 

①身体的虐待：利用者の身体に外傷が生じ、又は生じる恐れのある暴行を加える

こと。 

 ②介護の放棄：放任、利用者を衰弱させるような著しい減食又は長時間の放置、そ

の他の利用者を養護すべき職務上の義務を著しく怠ること。 



 ③心理的虐待：利用者に対する著しい暴言又は著しく拒絶的な対応、その他の利

用者に著しい心理的外傷を与える言動を行うこと。 

 ④性的虐待：利用者に猥褻な行為をすること。又は利用者をして猥褻な行為をさせ

ること。 

 ⑤経済的虐待：利用者の財産を不当に処分すること。その他利用者から不当に財

産上の利益を得ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


